
 

 
         ◎ 発言は、簡潔に話そう！ 

         ◎ 発言しやすい雰囲気をつくろう！ 

         ◎ 個人の意見を平等に扱おう！ 新 道 区 の 

アイコトバ 

令和４年度 第３回 新道区地域協議会 
 

次 第 
 

                   日時：令和 4年 6月 24 日(金) 午後 6時から 

                   会場：新道地区公民館 多目的ホール 
 

                                   延べ 1時間 10 分 
 

１ 開  会                                   
                                      【 2 分】 

 

 

 
 

２ 議  題                                   
 ⑴ 自主的審議事項                             【60 分】 
 

   ・ 地域住民の交流の促進について 

   ・ 河川敷の活用による地域活性化について 
 

  ① 本日の進め方の説明     （ 5 分） 

 

 

 

 

  ② 分科会           （45 分） 

 

 

 

 

  ③ 本日の審議結果について   （10 分） 

 

 

 

 

 ⑶ その他                                 【 5 分】 

 

 

 

３ そ の 他                                   
 ⑴ 次回開催日の確認等                           【 3分】 

   ➢ 日時：  月  日（ ）午後６時から 

   ➢ 開場：新道地区公民館 多目的ホール 

   ➢ 内容：自主的審議など  

 

 

 ⑵ その他 

４ 閉  会                                   



 

各地域協議会による「地域活性化の方向性」の作成について（お願い） 

 

１ 「地域活性化の方向性」の作成目的 

地域協議会による地域の活力向上に向けた議論を進めるに当たり、委員間の認識の共有はもとより、地

域協議会と市の認識の共有を図るとともに、市の取組の企画の参考としたいことから、地域において特に

重視したいこと、大切にしたいことを、各地域協議会において「地域活性化の方向性」として作成するも

の 

◎用  途 ⑴自主的審議、元気事業、意見書、地域への働きかけの取組における、各地域 

協議会及び総合事務所、まちづくりセンターの共通認識 

⑵市の取組の企画の参考とする考え方 

◎作成主体 各地域協議会 

２ 「地域活性化の方向性」の作成の着手時期 

各地域協議会において、令和 4年度に地域活性化の方向性の作成を始めるようお願いします。 

３ 「地域活性化の方向性」の内容 

・幅広い分野（地域資源・産業・観光・農業・自然・風土等）の中から、各区の個性や特性をいかすこと

で、地域の活性化につなげるもの。 

・地域の課題解消や現在の状態をさらに良くすることで、地域の活性化につながるもの。 

・方向性の構成要素は、おおむね 1～5つ程度で作成願います。 

※全区で作成し、市民からも見ていただくため、一定の分かりやすさを必要とすることから、構成、書

きぶりについて、下記の基本形に沿って作成願います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 「地域活性化の方向性」の作成後の取扱い 

⑴ 各地域協議会の自主的審議のテーマの選定、元気事業や意見書の内容等を制限するものとはしません。 

⑵ 他の団体等が作成した既存の地域の計画等（まちづくり計画、農業振興に関する計画等）を妨げるも

のとはしません。※協力して取り組むことで互いが良い方向に進める事項については、積極的な連携を

考えていくことが想定されます。 

⑶ 地域協議会による作成とするため、市全体の方針や考え方と異なる方向性（構成要素含む）の作成も

可能ですが、そのような内容とする場合は、市の一体性の確保や公益性との間で整合を図ることができ

ないことから、その方向性に基づく取組を市が行うことは困難です。 

５ 「地域活性化の方向性」の作成手順  ※令和 4年度に次の①②を開始 

①各事務局から地域協議会へ作成を依頼 

②各地域協議会で作成（例：2～4回（アイデア出し1～2回、話し合い1～2回、まとめ1回など）。会議

の後半の時間などを使って） 

③完成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 新道区の          という個性（強み、特性）を

いかして（/踏まえて）、          ます。 

≪○○区の地域活性化に向けて≫ 

○構成要素 

・ 

・ 

・ 

・ 

 

・雪のある暮らしの魅力の発信 

・雪をいかした企画の実施 

・雪室を活用した特産品の企画 

・冬期間の安心安全な暮らしの推進 

○○区の□□□□という個性（強み、特性）をいかして、△△△△△△ます。 

 

 

暮らす人や訪れる人の地域への愛着を育み 

豊富な雪 
【基本形】 

※前回資料 

 

自主的審議テーマ 主な発言等  ○構成要素 

地域住民の交流の促

進について 

＜地域交流分科会＞ 

（5/26 会議） 

➢南部・中部・北部が一体となっ

た活動の実施（グラウンド・ゴ

ルフ大会の開催 など） 

➢人的交流を拡げ、深める。（20

年後につなげたい） 

➢市全体の活性化のために他地区

との交流も・・・。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 

 

 

 

 

 

 

 

 

河川敷の活用による

地域活性化について 

＜新道の道分科会＞ 

（5/26 会議） 

➢地域に夢を持てるような、子ど

もたちに残せるものをつくる。 

➢地域や小学生を巻き込んで進め

たい。 

➢国交省等と協議を行ったのち、

戦略を練ってきたい。 

➢地域の団体と連携してまとめる

ことができたらよい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

※方向性の構成・書きぶり 

(例１) ○○区の豊富な雪という個性（強み、特性）をいかして、暮らす人や訪れる人の地域

への愛着を育みます。 

(例２) ○○区の高齢者が多いという個性（特性）を踏まえて、高齢者がそれぞれの役割を

持って活躍する機会を創出します。 

整合 

参考資料 (参考)「自主的審議」と「地域活性化の方向性」について 

整合（できるだけ） 

反映 



地域活動資金の配分枠： 7,100千円

基本審査

公益性 必要性 実現性 参加性 発展性 計

○：9人 ○：9人 平均点 4.3 4.1 4.4 4.1 3.3 20.2

×：0人 ×：0人 （最高点） (5) (5) (5) (5) (5)

0 （最低点） (3) (3) (3) (3) (3)

○：9人 ○：8人 平均点 4.2 3.9 4.6 4.1 3.3 20.1

×：0人 ×：1人 （最高点） (5) (5) (5) (5) (5)

1/9 （最低点） (3) (3) (3) (3) (3)

○：9人 ○：9人 平均点 4.2 4.0 4.2 3.7 3.7 19.8

×：0人 ×：0人 （最高点） (5) (5) (5) (4) (5)

0 （最低点） (3) (3) (3) (3) (3)

○：9人 ○：9人 平均点 4.2 3.4 4.0 4.3 3.9 19.8

×：0人 ×：0人 （最高点） (5) (4) (5) (5) (5)

0 （最低点） (3) (2) (2) (3) (3)

○：9人 ○：6人 平均点 3.3 2.6 2.8 2.7 2.9 14.3

×：0人 ×：3人 （最高点） (5) (4) (4) (4) (5)

1/3 （最低点） (2) (1) (1) (1) (1)

平均点

（最高点）

#VALUE! （最低点）

平均点

（最高点）

#VALUE! （最低点）

平均点

（最高点）

#VALUE! （最低点）

平均点

（最高点）

#VALUE! （最低点）

平均点

（最高点）

#VALUE! （最低点）

14 2,683,100 2,602,000 50,420 2,551,000

※ 審査で決する部分を青文字で表示
※ 全事業採択の場合の配分額の残額は 4,498,000円

8 ####

0 希望額で採択 382,000

【参考】
配分残額優先採択

方針
共通審査基準 左の額

(B)

減額の場
合、その
調整内容

採択
結果

補助額
(A-B)

採点結果

299,000 6,801,000新-1
稲田４丁目情報共有
体制整備事業

稲田4丁目町内
会

上位
との
点差

事業費
補助
希望額
(A)

順
位

事業
番号 事業名 提案団体名

とよば町内会（大ケヤ
キ保存会）

0.3 399,700

382,5802 新-4
稲田２丁目災害支援
事業

稲田２丁目町内
会

0.1

- 299,200 299,000 0 希望額で採択

6,419,000382,000

1

0 希望額で採択 1,199,000 4,830,000新-3
稲田むすぶプロジェ
クト事業

稲田むすぶプロ
ジェクト

0.0 1,199,000 1,199,000

390,000 0 希望額で採択 390,000 6,029,000新-2
とよば町内、大ケヤ
キ２本（樹齢３５０年）
周辺環境整備事業

なし

4,549,000

6 ####

5.5 402,620 332,000
会場費を
補助対象
から減額

50,420 減額して採択5 新-5
新道区若者活性化事
業

上越若者みらい
会議

4,549,000

合計

7

####10

9 ####

4,549,000

281,000

なし 0 希望額で採択

申請額どおり
採択

3

0
申請額どおり

採択

#REF!なし 0
申請額どおり

採択

4,549,000

#### なし 0 4,549,000

なし 0
申請額どおり

採択

令和４年度 地域活動支援事業【新道区】 審査結果一覧 参考資料

★採点結果について

・基本審査判定

… ただちに不採択とする事業（2/3以上が不適合） → なし

・採択方針の適合性判定

… 評価の低い事業（3/4以上が不適合） → なし

・共通審査基準にもとづく採点

… 評価の低い事業（いずれかの項目の平均点が2点未満）→ なし

（参考）評価の低い事業の取扱い

・事務局で順位付けを行わず、協議会で採否を協議する。

ただし、第1順位の下位に順位付けする。

・あまりにも評価が低い事業は不採択とする。（R3年度～）


